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H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

会員数 79 73 76 57 59 54 55 47 51 52

新規会員数 9 5 3 3 7 0 5 3 4 2
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蓮田市 

～いきいき食生活教室（栄養教室）～ 

 

(１) 取組の概要 

いきいき食生活教室は、栄養・食生活の改善を通して、生活習慣病の発症を予防し、

市民の健康増進を図ることを目的として実施している。また、教室終了後は、家庭や地

域において、よりよい食生活を普及する役割を担う食生活改善推進員として、活動を推

進してもらえるよう、その人材育成も兼ねて実施している教室である。 

 

(２) 取組の契機 

（ア）いきいき食生活教室（栄養教室）取組の契機 

昭和４７年度から食生活改善推進員養成講座として実施していたが、平成２年に栄養

教室に変更し、生活習慣病予防の食生活を学ぶ教室として実施している。併せて食生活

改善推進員協議会の新規会員への勧奨も行っている。 

（イ）蓮田市食生活改善推進員会員数・新規会員数 

蓮田市の食生活改善推進員数は、平成６年度には１４０人であったが、年々減少して

いる。過去１０年間の推移をみると、新規会員数の加入状況については、未だ少ない状

況にある。また、県内他市町村の会員数と比較しても蓮田市の会員数は少なく、今後の

活動の充実を図るためにも、新規会員を増やしていく必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健康長寿に係る先進的な取組事例 
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（３）取組の内容 

 

（ア）参加者の募集 

健康カレンダー、広報、ホームページ、ちらし等で周知し、電話にて申込み受付を

行った。 

 

（イ）講座の実施（タイムスケジュール） 

〈平成３０年度〉 

事業名 いきいき食生活教室（栄養教室） 

事業開始 平成２年度 

  

 平成３０年度 平成２８年度（参考） 

予 算 

講師謝礼  

・管理栄養士 ６，０００円×２ 

・運動指導士 ７，０００円×１ 

賄材料費   １，５００円×２ 

講師謝礼  

・管理栄養士 ６，０００円×２ 

・運動指導士 ７，０００円×１ 

賄材料費   １，０００円×３ 

参加人数 １７人 ２１人 

期 間 
平成３０年６月８日、１５日、 

２２日、７月６日、１３日 

平成２８年６月３日、１０日、 

２４日、７月１日、８日 

実施体制 

保健センターにて実施 

 保健師      ２名 

管理栄養士    ３名 

 運動指導士    １名 

 食生活改善推進員１１名 

保健センターにて実施 

 保健師      ３名 

 管理栄養士    ３名 

運動指導士    １名 

食生活改善推進員１２名 

日程 講話内容 実習内容 

６月 ８日（金） 開講式 

講話「いつまでも若々しくいるためのバラ

ンスのとれた食事」 

茶話会 

「手作りおやつを食べながら、健

康について考えよう」 

６月１５日（金） 講話「体を動かすことの大切さ」 

 

運動「楽しく体を動かし若返りま

しょう！」 

６月２２日（金） 体組成測定・講話「血液さらさらでいる 

ために」 

実習「タニタ社員食堂メニューで

ヘルシー昼食」 

７月 ６日（金） 血圧測定・講話「我が家の味噌汁の濃さは

どれくらい？」「血圧のしくみ・血管に 

やさしい食事」 

実習「薄味でもおいしい食事」 

７月１３日（金） 講話「健（検）診の受け方、見方について」

「食生活改善推進員とは」 

閉講式 

試食「骨太！おにぎらず・みそ汁」 
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75% 80% 85% 90% 95% 100%

講話

運動

調理実習

測定

教室の満足度 教室修了後アンケートを

実施。
各項目について、満足と
回答した数を集計した。

30代

5% 40代

0%
50代

5%

60代

45%

70代

45%

H28
参加者数：

２１人
３０代：１人

４０代：０人
５０代：１人

６０代：９人
７０代：９人

８０代：１人

30代

12% 40代

6%

50代

12%
60代

35%

70代

35%

H30 参加者数：

１７人

３０代：２人
４０代：１人

５０代：２人
６０代：６人

７０代：６人
８０代：０人

（４）取組の結果 

（ア）申込・参加状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ）アンケート結果（抜粋）回答数：１６件（Ｈ２８：２０件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自由記載では、「もっと調理実習をしたかった」、「体を動かす体操などもさらに取り入れ

てほしい」、「減塩やレシピの考案など具体的なことを多く講義してほしい」、「食生活改善

推進員に入りたい」等前向きな意見が多くあった。 

 

（５）成功の要因、創意工夫した点 

（ア）食生活改善推進員との連携 

いきいき食生活教室（栄養教室）は、５回を１コースとして実施しており、参加者   

  同士の交流が図られたことにより、健康意識の向上や食行動の変容等がみられた。 

教室の運営においても、食生活改善推進員にも参画してもらうことで、参加者が食

生活改善推進員活動に興味を持ってもらえるよう配慮した。 

 

（イ）運動指導士による運動実習の導入 

講座の内容に運動実習を取り入れたことにより、食生活だけでなく運動にも関心があ 

る方々の参加にも結び付いたと考える。 
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（６）課題、今後の取組 

食生活推進員協議会の会員の高齢化に加え、家族等の介護等により、活動を継続す

ることが困難な会員が増えている状況を鑑み、若年層の新規加入者を増やすような試

みが喫緊の課題であるといえる。 

今後は、継続的にいきいき食生活教室を開催するとともに、健康増進課で実施して

いる様々な事業において、食生活改善推進員活動の周知に努めていく。併せて、子ど

も支援課や保育課などで実施している、若い世代が多く参加している事業を活用して

ちらし等を配布し、広く周知していく。 


